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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第63期
第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 10,892 11,742 21,581

経常利益 (百万円) 560 791 792

四半期(当期)純利益 (百万円) 121 745 724

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 166 880 804

純資産額 (百万円) 5,014 6,652 5,284

総資産額 (百万円) 18,323 19,692 17,907

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 1.90 11.67 11.34

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 8.53 8.30

自己資本比率 (％) 27.4 33.7 29.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 625 △254 1,529

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △135 △119 △356

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △165 45 △1,695

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,872 4,852 5,086
 

　

回次
第63期
第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △3.40 5.90
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第63期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況などに関する事項のう

ち、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象などは存在しておりません。　

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約などの決定又は締結などはありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(１)業績の状況

当第２四半期連結累計期間における半導体・電子部品業界は、産業機器向けや自動車関連向けにおいて堅調な需

要が継続している一方、民生機器向けについては概ね調整局面が続いております。個人消費は消費税引き上げ後の

落ち込みからの回復は緩やかに進んでおります。

このような事業環境のもと、当社は特に成長市場と位置付ける車載（ハイブリッド車・電気自動車）、産業機

器、太陽光発電市場向けに製販一体となった取り組みを行ってまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、製品売上高が前年同四半期比２億76百万円（3.9%）増の73

億83百万円となり、商品売上高は同５億74百万円（15.2%）増の43億59百万円となったことにより、全社では同８億

50百万円（7.8%）増の117億42百万円となりました。

事業別には

① ディスクリート事業は、産業機器、スマートフォン向けは前年同四半期に比べ増加しましたが、クリーンエネ

ルギー、PC及び周辺機器向けが減少し、売上高は前年同四半期比２億26百万円（5.6%）減の38億３百万円とな

りました。

② モジュール事業は、主力の汎用インバーター向けは堅調に推移し、鉄道・交通機器向けが伸びました。環境対

応車を中心とする自動車、工作機向けなど総じて需要が伸長し、売上高は前年同四半期比５億２百万円

（16.3%）増の35億80百万円となりました。

③ 商品事業は、電子部品、デジタルIC等は減少しましたが、中小型液晶、開発商品が増加したことにより、売上

が増加しました。

損益面におきましては、日々の原価低減策に加え、海外生産委託先との協業による収益性改善を推し進め、利益

の拡大を目指してまいりました。

この結果、営業利益は前年同四半期比１億91百万円（32.6％）増の7億79百万円となりました。事業別では、ディ

スクリート事業は前年同四半期比49百万円（9.1％）減の４億96百万円、モジュール事業は前年同四半期比２億18百

万円（48.3％）増の６億72百万円、商品事業は利益率の若干の低下により前年同四半期比９百万円（5.8％）減の１

億54百万円の利益となりました。なお、この他に営業経費として、全社費用を前年同四半期比32百万円（5.6％）減

の５億43百万円計上いたしました。経常利益は、製品保証引当金戻入額10百万円の計上などから、前年同四半期比

２億30百万円（41.1％）増の７億91百万円となりました。四半期純利益は、前年同四半期に特別損失として提携事

業変更損失引当金繰入額を３億79百万円計上したため、前年同四半期比では６億24百万円（514.0％）増の７億45百

万円となりました。
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(２)財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ17億84百万円増加の196億92百万円となりま

した。主な要因といたしましては、受取手形及び売掛金が15億９百万円、投資有価証券が２億47百万円増加したこ

とであります。

負債は、前連結会計年度末と比べ４億16百万円増加の130億39百万円となりました。主な要因といたしまして

は、支払手形及び買掛金が８億37百万円増加し、退職給付に係る負債が４億71百万円減少したことであります。

純資産は、前連結会計年度末と比べ13億68百万円増加の66億52百万円となりました。主な要因といたしまして

は、利益剰余金が12億19百万円増加したことであります。

 
(３)キャッシュ・フローの状況　

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ２億34百万円減少し、48億

52百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加、仕入債務の増加などにより、254百万円のマイナス（前

年同四半期比８億80百万円の減少）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得などにより１億19百万円のマイナス（前年同四半期比

16百万円の増加）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の借入などにより45百万円のプラス（前年同四半期比２億11百万円

の増加）となりました。

 

(４)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億98百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(５)経営戦略の現状と見通し

当社は、2011年４月から向こう５ヶ年の中期経営計画を策定し推進しております。「製品ラインアップ・生産規

模・コスト競争力において、海外半導体メーカーと対等に戦えるグローバル総合半導体メーカーになる」ことを経

営ビジョンとし、その実現のために、成長市場への営業強化・シェア拡大及び中華圏市場における事業拡大ならび

に新製品領域（次世代半導体）への参入を重点方針としております。

具体的には下記項目に全社一丸となって取り組んで参ります。

① 成長市場・有望市場への注力

・車載、再生可能エネルギー、産業向けなど今後の有望市場に経営資源を集中します。

・製品事業のうち、特にモジュール事業において、中華圏の営業拡大に注力します。

・商品事業については、デバイスビジネスから収益性の高い受託開発ビジネスへのシフトを積極的に推進します。

② 製造の国外拠点化を推進

・製品事業において、原価低減を図るため、海外ファウンドリと後工程専業メーカー(EMS)の活用を含めた生産体

制の再構築を積極的に進めます。

③ 要員の再配置及び採用による実行力の強化

・要員の再配置と採用を実施し、部署ごとの責任の明確化を図ると共に、より小さな組織が製品企画と開発を主導

し損益責任を持つよう当社全体の組織を再構築し、各部署ごとの実行力を強化します。

・中華圏を中心とした海外ビジネスを拡大するために、要員の再配置及び採用を行い、海外で必要とする人材を確

保します。

④ 戦略的な投資の実施

・今後注力していく重点又は成長市場向け新製品開発及び生産増強のため、他社とのアライアンスを含め、事業成

長のためのより戦略的、効果的、効率的な投資を実施していきます。

⑤ グローバルで通用する財務体質づくり　

・コストの削減と収益重視の営業展開を柱とした収益力の増強と合わせ、在庫削減などによるキャッシュ・フロー

重視の経営を推進し、有利子負債の削減と純資産の充実を図ります。

EDINET提出書類

日本インター株式会社(E01934)

四半期報告書

 5/28



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

A種優先株式 20,000,000

計 120,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月13日)
(注１)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 64,070,025 64,070,025
東京証券取引所
(市場第二部)

(注２)

Ａ種優先株式
(当該優先株式は行
使価額修正条項付新
株予約権付社債券等
であります。)

10,175,942 10,175,942 ―
(注３)、（注４）
(注５)、（注６）

(注７)

計 74,245,967 74,245,967 ― ―
 

(注)１ 提出日現在の発行数には、平成26年11月１日からこの四半期報告書提出日までのＡ種優先株式の転換により

発行された普通株式の株式数は含まれておりません。

(注)２ 権利の内容に制限のない標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

(注)３　行使価額修正条項付新株予約権付社債券等(Ａ種優先株式)の特質は以下のとおりであります。

①Ａ種優先株式には、当社普通株式を対価とする取得請求権が付与されております。Ａ種優先株式の取得請求

権の対価として交付される普通株式の数は、一定の期間における当社株式の株価を基準として決定され、又

は修正されることがあり、当社の株価の下落により、当該取得請求権の対価として交付される当社普通株式

の数は増加する場合があります。

②Ａ種優先株式の取得請求権の対価として交付される普通株式の数は、取得請求権が行使されたＡ種優先株式

に係る払込金額の総額を、以下の基準額で除して算出されます（小数第１位まで算出し、その小数第１位を

切り捨てます。）。また、基準額は、下記のとおり、2015年４月１日以降、毎年１回の頻度で修正されま

す。

当初基準額は、2014年４月１日に先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日の各取引日の株式会社東京証

券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配

表示を含みます。）の平均値（円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入します。）に相

当する金額又は150円のいずれか高い金額であります。

2015年４月１日から2037年３月31日までの期間の毎年４月１日において、当該日に先立つ45取引日目に始ま

る連続する30取引日の各取引日の東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表

示を含みます。）の平均値（円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入します。）に相当

する金額に修正されます。
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③上記②の基準額の修正は、当初基準額の100％に相当する額を上限とし、当初基準額の80％に相当する額又

は150円のいずれか高い額を下限とします。

Ａ種優先株主による取得請求がなされた日において、剰余授権株式数（以下に定義されます。以下同様とし

ます。）が請求対象普通株式総数（以下に定義されます。以下同様とします。）を下回る場合には、(i)各

Ａ種優先株主による取得請求にかかるＡ種優先株式の数に、(ii)剰余授権株式数を請求対象普通株式総数で

除して得られる数を乗じた数（小数第1位まで計算し、その小数第1位を切り捨てます。また、０を下回る場

合は０とします。）のＡ種優先株式のみ、取得請求の効力が生じるものとし、取得請求の効力が生じるＡ種

優先株式以外の取得請求にかかるＡ種優先株式については、取得請求がなされなかったものとみなします。

「剰余授権株式数」とは、以下のＡおよびＢのいずれか小さい数をいいます。

Ａ：(I)当該取得請求日における当社の発行可能株式総数より、(II)(i)当該取得請求日の前月の末日（以下

「当該前月末日」といいます。）における発行済株式（自己株式を除きます。）の数および(ii)当該前

月末日における新株予約権（会社法第236条第１項第４号の期間の初日が到来していないものを除きま

す。）の新株予約権者が会社法第282条の規定により取得することとなる株式の数の総数を控除した数

Ｂ： (I)当該取得請求日における当社の普通株式の発行可能種類株式総数より、(II)(i)当該前月末日におけ

る発行済普通株式（自己株式を除きます。）の数および(ii)当該前月末日における新株予約権（会社法

第236条第１項第４号の期間の初日が到来していないものを除きます。）の新株予約権者が会社法第282

条の規定により取得することとなる普通株式の数の総数を控除した数

「請求対象普通株式総数」とは、Ａ種優先株主が取得請求日に取得請求をしたＡ種優先株式の数に500円を

乗じて得られる額を取得請求日における取得価額（修正・調整されます。）で除して得られる数（小数第１

位まで算出し、その小数第１位を切り上げます。）をいいます。

④Ａ種優先株式には、当社が、当社の取締役会が別に定める日の到来をもって、法令上可能な範囲で、金銭を

対価としてＡ種優先株式を取得することができる取得条項が付されています。

なお、Ａ種優先株式の取得請求の期間中に取得請求のなかったＡ種優先株式の全部を、取得請求期間の末日

の翌日が到来することをもって普通株式の交付と引換えに取得するものとし、かかるＡ種優先株式を取得す

るのと引換えに、かかるＡ種優先株式の数に500円を乗じて得られる額を取得請求期間の末日に先立つ45取

引日目に始まる連続する30取引日の東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値の平均

値で除して得られる数の普通株式をＡ種優先株主に対して交付するものとします。

上記①乃至④の詳細は、Ａ種優先株式の内容として、下記(注４)に記載しております。

(注)４　Ａ種優先株式の内容は次のとおりであります。

１．単元株式数

　　　100株

２．剰余金の配当

(1)Ａ種優先配当

当社は、Ａ種優先株式について、2010年６月末日を含む事業年度から2014年３月末日を含む事業年度に係る

剰余金の配当を行わない。

当社は、2014年４月１日以降の事業年度に係る剰余金の配当を行うときは、Ａ種優先株式を有する株主（以

下「Ａ種優先株主」という。）またはＡ種優先株式の登録株式質権者（以下「Ａ種優先登録株式質権者」と

いう。）に対し、普通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）および普通株式の登録株式質権者

（以下「普通登録株式質権者」という。）に優先して、Ａ種優先株式１株につき下記(2)に定める額の金銭

（以下「Ａ種優先配当金」という。）を支払う。

(2)Ａ種優先配当金の額

Ａ種優先配当金の額は、500円に、それぞれの事業年度毎に下記算式により算定される年率（以下「Ａ種優

先配当年率」という。）を乗じて算出した額とする。但し、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２

位を四捨五入する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

Ａ種優先配当年率＝日本円TIBOR（12ヶ月物）＋1.00％

「日本円TIBOR（12ヶ月物）」とは、各事業年度の初日（当日が銀行休業日の場合は前営業日）（以下「Ａ

種優先配当年率決定基準日」という。）の午前11時における日本円12ヶ月物トーキョー・インターバンク・

オファード・レートとして全国銀行協会によって公表される数値を指すものとし、Ａ種優先配当年率決定基

準日に日本円12ヶ月物トーキョー・インターバンク・オファード・レートが公表されない場合、これに代え

て同日（当日がロンドンにおける銀行休業日の場合は前営業日）ロンドン時間午前11時におけるユーロ円

12ヶ月物ロンドン・インターバンク・オファード・レートとして英国銀行協会（BBA）によって公表される

数値またはこれに準ずるものと認められる数値とする。
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(3)非累積条項

ある事業年度においてＡ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対して支払う剰余金の配当の額がＡ種

優先配当金の額に達しないときは、その不足額は、翌事業年度以降に累積しない。

(4)非参加条項

Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対しては、Ａ種優先配当金を超えて剰余金の配当は行わな

い。

３．残余財産の分配

(1)残余財産の分配

当社の残余財産の分配をするときは、普通株主および普通登録株式質権者に対する残余財産の分配に優先し

て、Ａ種優先株式1株につき、500円を支払う。

(2)非参加条項

Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対しては、上記のほか残余財産の分配は行わない。

４．議決権

Ａ種優先株主は、株主総会において議決権を有しない。

５．普通株式を対価とする取得請求権

Ａ種優先株主は、2014年４月１日以降2037年３月31日（同日を含む。）までの間（以下「Ａ種転換請求期間」

という。）いつでも、当社に対して、普通株式の交付と引換えに、その有するＡ種優先株式の全部または一部

を取得することを請求することができるものとし、当社はＡ種優先株主が取得の請求をしたＡ種優先株式を取

得するのと引換えに、次に定める数の普通株式を、当該Ａ種優先株主に対して交付するものとする。但し、本

項に基づくＡ種優先株主による取得の請求（以下「転換請求」という。）がなされた日（以下「転換請求日」

という。）において、剰余授権株式数（以下に定義される。以下同じ。）が請求対象普通株式総数（以下に定

義される。以下同じ。）を下回る場合には、(i)各Ａ種優先株主による転換請求にかかるＡ種優先株式の数

に、(ii)剰余授権株式数を請求対象普通株式総数で除して得られる数を乗じた数（小数第１位まで計算し、そ

の小数第１位を切り捨てる。また、０を下回る場合は０とする。）のＡ種優先株式のみ、転換請求の効力が生

じるものとし、転換請求の効力が生じるＡ種優先株式以外の転換請求にかかるＡ種優先株式については、転換

請求がなされなかったものとみなす。

「剰余授権株式数」とは、以下のＡおよびＢのいずれか小さい数をいう。

Ａ：(I)当該転換請求日における当社の発行可能株式総数より、(II)(i)当該転換請求日の前月の末日（以下

「当該前月末日」という。）における発行済株式（自己株式を除く。）の数および(ii)当該前月末日に

おける新株予約権（会社法第236条第１項第４号の期間の初日が到来していないものを除く。）の新株予

約権者が会社法第282条の規定により取得することとなる株式の数の総数を控除した数

Ｂ：(I)当該転換請求日における当社の普通株式の発行可能種類株式総数より、(II)(i)当該前月末日におけ

る発行済普通株式（自己株式を除く。）の数および(ii)当該前月末日における新株予約権（会社法第236

条第１項第４号の期間の初日が到来していないものを除く。）の新株予約権者が会社法第282条の規定に

より取得することとなる普通株式の数の総数を控除した数

「請求対象普通株式総数」とは、Ａ種優先株主が当該転換請求日に転換請求をしたＡ種優先株式の数に500円

を乗じて得られる額を当該転換請求日における下記(2)乃至(4)で定める取得価額で除して得られる数(小数第

１位まで算出し、その小数第１位を切り上げる。)をいう。

(1) Ａ種優先株式の取得と引換えに交付する普通株式の数

Ａ種優先株式の取得と引換えに交付する普通株式の数は、転換請求にかかるＡ種優先株式の数に500円を乗

じて得られる額を、下記(2)乃至(4)に定める取得価額で除して得られる数とする。なお、Ａ種優先株式の取

得と引換えに交付する普通株式の数に１株に満たない端数があるときは、これを切り捨てるものとし、この

場合においては、会社法第167条第３項に定める金銭の交付はしない。
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(2) 当初取得価額

取得価額は、当初、2014年４月１日に先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日（以下、本(2)において

「当初時価算定期間」という。）の株式会社東京証券取引所（その承継人を含み、当社の普通株式が株式会

社東京証券取引所に上場していない場合は、当社の普通株式を上場または登録している他の金融商品取引所

または店頭売買有価証券市場（複数ある場合は、当社の普通株式の出来高、値付率等を考慮して最も適切と

判断される金融商品取引所または店頭売買有価証券市場）をいう。以下同じ。）における当社の普通株式の

普通取引の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）または150円のいずれか

高い金額とする。

なお、当初時価算定期間中に下記(4)に規定する事由が生じた場合、上記の終値（気配表示を含む。）およ

び150円は下記(4)に準じて当社が適当と判断する値に調整される。

(3) 取得価額の修正

取得価額は、Ａ種転換請求期間中、毎年４月１日（以下、それぞれ「修正基準日」という。）における時価

（以下に定義される。以下「修正基準日価額」という。）に修正される（以下、かかる修正後の取得価額を

「修正後取得価額」という。）。但し、2015年４月１日以降、修正後取得価額が当初取得価額の、100％に

相当する額（但し、下記（4）に規定する事由が生じた場合、下記(4)に準じて調整されるものとし、以下

「上限取得価額」という。）を上回る場合には、修正後取得価額は上限取得価額とし、当初取得価額の80％

に相当する額または150円のいずれか高い額（但し、下記(4)に規定する事由が生じた場合、下記(4)に準じ

て調整されるものとし、以下「下限取得価額」という。）を下回る場合には、修正後取得価額は下限取得価

額とする。

修正基準日における時価は、各修正基準日に先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日（以下、本(3)に

おいて「時価算定期間」という。）の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の

終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。また、円位未満小数第2位まで算出し、その

小数第2位を四捨五入する。）とする。

なお、時価算定期間中に下記(4)に規定する事由が生じた場合、上記の終値（気配表示を含む。）は下記(4)

に準じて当社が適当と判断する値に調整される。

(4) 取得価額の調整

(a)以下に掲げる事由が発生した場合には、それぞれ以下のとおり取得価額を調整する。

①普通株式につき株式の分割または株式無償割当てをする場合、以下の算式により取得価額を調整する。な

お、株式無償割当ての場合には、下記の算式における「分割前発行済普通株式数」は「無償割当て前発行済

普通株式数(但し、その時点で当社が保有する普通株式を除く。)」、「分割後発行済普通株式数」は「無償

割当て後発行済普通株式数(但し、その時点で当社が保有する普通株式を除く。)」とそれぞれ読み替える。

調整後取得価額 ＝調整前取得価額 ×
 分割前発行済普通株式数

 分割後発行済普通株式数
 

調整後の取得価額は、株式の分割にかかる基準日または株式無償割当ての効力が生ずる日(株式無償割当て

にかかる基準日を定めた場合は当該基準日)の翌日以降これを適用する。

② 普通株式につき株式の併合をする場合、株式の併合の効力が生ずる日をもって次の算式により、取得価額

を調整する。

調整後取得価額 ＝調整前取得価額×
 併合前発行済普通株式数

 併合後発行済普通株式数
 

③ 下記(d)に定める普通株式１株当たりの時価を下回る払込金額をもって普通株式を発行または当社が保有す

る普通株式を処分する場合（株式無償割当ての場合、普通株式の交付と引換えに取得される株式もしくは新

株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。以下本(4)において同じ。）の取得による場合、普通

株式を目的とする新株予約権の行使による場合または合併、株式交換もしくは会社分割により普通株式を交

付する場合を除く。）、次の算式（以下「取得価額調整式」という。）により取得価額を調整する。調整後

の取得価額は、払込期日（払込期間を定めた場合には当該払込期間の最終日）の翌日以降、また、株主への

割当てにかかる基準日を定めた場合は当該基準日（以下「株主割当日」という。）の翌日以降これを適用す

る。なお、当社が保有する普通株式を処分する場合には、次の算式における「新たに発行する普通株式の

数」は「処分する当社が保有する普通株式の数」、「当社が保有する株式の数」は「処分前において当社が

保有する普通株式の数」とそれぞれ読み替える。

 （発行済普通株式の数－当社が  新たに発行する普通株式の数

 保有する普通株式の数） + ×1株当たり払込金額

調整後取得価額＝調整前取得価額×   普通株式１株当たりの時価

 （発行済普通株式の数－当社が保有する普通株式の数）

 +新たに発行する普通株式の数
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④ 当社に取得をさせることによりまたは当社に取得されることにより、下記(d)に定める普通株式１株当たり

の時価を下回る普通株式１株当たりの取得価額をもって普通株式の交付を受けることができる株式を発行ま

たは処分する場合(株式無償割当ての場合を含む。)、かかる株式の払込期日(払込期間を定めた場合には当

該払込期間の最終日。以下本④において同じ。)に、株式無償割当ての場合にはその効力が生ずる日(株式無

償割当てにかかる基準日を定めた場合は当該基準日。以下本④において同じ。)に、また株主割当日がある

場合はその日に、発行または処分される株式の全てが当初の条件で取得され普通株式が交付されたものとみ

なし、取得価額調整式において「１株当たり払込金額」としてかかる価額を使用して計算される額を、調整

後の取得価額とする。調整後の取得価額は、払込期日の翌日以降、株式無償割当ての場合にはその効力が生

ずる日の翌日以降、また株主割当日がある場合にはその日の翌日以降、これを適用する。

⑤ 行使することによりまたは当社に取得されることにより、普通株式１株当たりの新株予約権の払込価額と

新株予約権の行使に際して出資される財産の合計額が下記(d)に定める普通株式１株当たりの時価を下回る

価額をもって普通株式の交付を受けることができる新株予約権を発行する場合（新株予約権無償割当ての場

合を含む。）、かかる新株予約権の割当日に、新株予約権無償割当ての場合にはその効力が生ずる日（新株

予約権無償割当てにかかる基準日を定めた場合は当該基準日。以下本⑤において同じ。）に、また株主割当

日がある場合はその日に、発行される新株予約権全てが当初の条件で行使されまたは取得されて普通株式が

交付されたものとみなし、取得価額調整式において「１株当たり払込金額」として普通株式１株当たりの新

株予約権の払込価額と新株予約権の行使に際して出資される財産の普通株式１株当たりの価額の合計額を使

用して計算される額を、調整後の取得価額とする。調整後の取得価額は、かかる新株予約権の割当日の翌日

以降、新株予約権無償割当ての場合にはその効力が生ずる日の翌日以降、また株主割当日がある場合にはそ

の翌日以降、これを適用する。但し、本⑤による取得価額の調整は、当社の取締役、監査役または従業員に

対してストック・オプション目的で発行される普通株式を目的とする新株予約権には適用されないものとす

る。

(b) 上記(a)に掲げた事由によるほか、下記①および②のいずれかに該当する場合には、当社はＡ種優先株主

およびＡ種優先登録株式質権者に対して、あらかじめ書面によりその旨ならびにその事由、調整後の取得価

額、適用の日およびその他必要な事項を通知したうえ、取得価額の調整を適切に行うものとする。

① 合併、株式交換、株式交換による他の株式会社の発行済株式の全部の取得、株式移転、吸収分割、吸収分

割による他の会社がその事業に関して有する権利義務の全部もしくは一部の承継または新設分割のために取

得価額の調整を必要とするとき。

② 前①のほか、普通株式の発行済株式の総数（但し、当社が保有する普通株式の数を除く。）の変更または

変更の可能性を生ずる事由の発生によって取得価額の調整を必要とするとき。

(c) 取得価額の調整に際して計算が必要な場合は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五

入する。

(d) 取得価額調整式に使用する普通株式１株当たりの時価は、調整後転換価額を適用する日に先立つ45取引日

目に始まる連続する30取引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値

（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。また、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで

算出し、その小数第２位を四捨五入する。）とする。

(e) 取得価額の調整に際し計算を行った結果、調整後取得価額と調整前取得価額との差額が１円未満にとどま

るときは、取得価額の調整はこれを行わない。

６．金銭を対価とする取得請求権

Ａ種優先株主は、2019年７月１日以降の毎年７月１日から７月31日までの期間（以下「Ａ種償還請求期間」

という。）、法令上可能な範囲で、かつ、下記(1)に定める上限の範囲内において、当社に対して、金銭の

交付と引換えに、その有するＡ種優先株式の全部または一部を取得することを請求（以下「償還請求」とい

い、償還請求が効力を生じた日を「償還請求日」という。）することができるものとし、当社はＡ種優先株

主が償還請求をしたＡ種優先株式を取得するのと引換えに、下記(2)に定める額（以下「任意償還価額」と

いう。）の金銭を、当該Ａ種優先株主に対して交付するものとする。なお、償還請求日における下記(1)に

定める上限を超えて償還請求が行われた場合、取得すべきＡ種優先株式は、償還請求が行われたＡ種優先株

式の数に応じた按分比例の方法による。
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(1)任意償還価額の上限金額

Ａ種優先株主は、償還請求日の最終事業年度にかかる損益計算書における当期純利益の２分の１から、以下

の金額の合計額を控除した金額を任意償還価額の上限として、償還請求をすることができる。

(a)償還請求日の最終事業年度の末日（同日を含まない。）からＡ種償還請求期間の開始日（同日を含まな

い。）までの間に剰余金の配当が決定されたＡ種優先配当金の総額

(b)償還請求日の最終事業年度の末日（同日を含まない。）からＡ種償還請求期間の開始日（同日を含まな

い。）までの間に金銭を対価とする取得条項に基づく取得が行われ、または決定されたＡ種優先株式の取得

に際して対価として交付される金銭の総額

(2)任意償還価額

任意償還価額は、Ａ種優先株式１株につき、500円とする。

７．普通株式を対価とする取得条項

当社は、Ａ種転換請求期間中に取得請求のなかったＡ種優先株式の全部を、Ａ種転換請求期間の末日の翌日

が到来することをもって普通株式の交付と引換えに取得するものとし、当社は、かかるＡ種優先株式を取得

するのと引換えに、かかるＡ種優先株式の数に500円を乗じて得られる額をＡ種転換請求期間の末日に先立

つ45取引日目に始まる連続する30取引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎

日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。また、当該平均値が150円を下回る場合

には、平均値は150円とする。なお、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を

四捨五入する。かかる期間中に第５項(4)に規定する事由が生じた場合、上記の終値は第５項(4)に準じて当

社が適当と判断する値に調整される。）で除して得られる数の普通株式をＡ種優先株主に対して交付するも

のとする。Ａ種優先株式の取得と引換えに交付すべき普通株式の数に１株に満たない端数がある場合には、

会社法第234条に従ってこれを取扱う。

８．金銭を対価とする取得条項

(1)当社は、いつでも、当社取締役会が別に定める日(以下「強制償還日」という。)が到来することをもっ

て、法令上可能な範囲で、金銭の交付と引換えに、Ａ種優先株式の全部または一部を取得することができ

る。この場合、当社は、かかるＡ種優先株式を取得するのと引換えに、下記(2)に定める額（以下「強制償

還価額」という。）の金銭をＡ種優先株主に対して交付するものとする。なお、Ａ種優先株式の一部を取得

するときは、按分比例の方法による。

(2)強制償還価額

強制償還価額は、2014年３月末日以前においてはＡ種優先株式１株につき550円、2014年４月１日以降にお

いてはＡ種優先株式１株につき500円とする。

９．株式の併合または分割、募集株式の割当て等

(1)当社は、Ａ種優先株式について株式の併合または分割は行わない。

(2)当社は、Ａ種優先株主には募集株式の割当てを受ける権利または募集新株予約権の割当てを受ける権利を

与えず、また株式無償割当てまたは新株予約権無償割当ては行わない。

10．会社法第322条第２項に規定する定款の定めの有無

会社法第322条第２項に規定する定款の定めはない。

11．議決権の有無およびその理由

当社は、Ａ種優先株式とは異なる種類の株式である普通株式を発行している。普通株式は、株主としての権

利内容に制限のない株式であるが、Ａ種優先株主は、株主総会において議決権を有しない。これは、Ａ種優

先株式を配当金や残余財産の分配について優先権を持つ代わりに議決権がない内容としたものである。

12．その他

Ａ種優先株式について譲渡制限は定めない。
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(注)５　行使価額修正条項付新株予約権付社債券等(Ａ種優先株式)に関する事項は以下のとおりであります。　

(1)当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利行使に関する事項についての当該行使価

額修正条項付新株予約権付社債券等の所有者との間の取決めの内容

　該当事項はありません。

(2)当社の株券の売買に関する事項についての当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の所有者との間

の取決めの内容

　該当事項はありません。

(3)当社の株券の貸借に関する事項についての当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の所有者と当社

の特別利害関係者等との間の取決めの内容

　該当事項はありません。

(注)６　Ａ種優先株式に係る当初の出資は、発行価額の総額（5,109,811,000円）に相当する金銭以外の財産の現物出

資の方法により行われております。当該現物出資に係る財産の内容は、以下のとおりであります。

① 株式会社横浜銀行との間の平成12年７月10日付当座貸越契約書に基づく金銭貸付債権（価額：金10億円

（このうち金460,574,000円相当分を現物出資）、返済期日：平成22年４月30日、利率：3.050％、目的：金

銭貸付債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ））

② 貸付人としての株式会社横浜銀行、株式会社三井住友銀行及び株式会社三菱東京UFJ銀行、並びにアレン

ジャー兼エージェントとしての株式会社横浜銀行との間の平成20年９月24日付コミットメントライン契約書

に基づく金銭貸付債権（価額：借入総額35億円のうち株式会社横浜銀行貸付分の21億円（全額につき現物出

資）、返済期日：平成22年４月30日、利率：1.963％、目的：金銭貸付債権の株式化（デット・エクイ

ティ・スワップ））

③ 株式会社横浜銀行との間の平成21年９月28日付当座貸越契約書に基づく金銭貸付債権（価額：金20億円

（全額につき現物出資）、返済期日：平成22年４月30日、利率3.050％、目的：金銭貸付債権の株式化

（デット・エクイティ・スワップ））

④ 株式会社三井住友銀行との間の平成22年３月30日付手形貸付借入（変更）申込書に基づく貸付けに係る金

銭貸付債権（価額：金416,000,000円（このうち金258,620,500円相当分を現物出資）、返済期日：平成22年

４月30日、利率：1.975％、目的：金銭貸付債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ））

⑤ 株式会社三菱東京UFJ銀行との間の平成18年９月27日付金銭消費貸借契約証書に基づく金銭貸付債権（価

額：５億円（このうち金40,616,500 円相当分を現物出資）、返済期日：平成23年９月27日、利率：

2.480％、目的：金銭貸付債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ））

⑥ 株式会社三菱東京UFJ銀行との間の平成19年９月27日付金銭消費貸借契約証書に基づく金銭貸付債権（価

額：２億５千万円（全額につき現物出資）、返済期日：平成24年９月27日、利率：2.090％、目的：金銭貸

付債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ））

　(注)７　当社は、平成26年４月１日以降Ａ種優先株式を43,680株消却しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当第２四半期会計期間において、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等(A種優先株式)に係る取得請求権が、

以下のとおり行使されました。

　

 
第２四半期会計期間

(平成26年７月１日から平成26年９月30日まで)

当該四半期会計期間に権利行使された当該行使価額修正条項

付新株予約権付社債券等の数(株)
87,360

当該四半期会計期間の権利行使に係る交付株式数(株) 普通株式　200,000

当該四半期会計期間の権利行使に係る平均行使価額等(円) 218.4

当該四半期会計期間の権利行使に係る資金調達額(百万円) - 

当該四半期会計期間の末日における権利行使された当該行使

価額修正条項付新株予約権付社債券等の数の累計(株)
87,360

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等に係る累計の交付株式数(株)
普通株式　200,000

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等に係る累計の平均行使価額等(円)
218.4

当該四半期会計期間の末日における当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等に係る累計の資金調達額(百万円)
-

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年９月30日

普通株式
200,000
(注１)

A種優先株式
△43,680
(注２)

普通株式
64,070,025
A種優先株式
10,175,942

― 2,234 ― 1,750

 

(注)１ 当第2四半期会計期間において、A種優先株式87,360株を取得し、その取得請求権者に対して普通株式200,000

株を交付しました。

 (注)２ 当第2四半期会計期間において、A種優先株式43,680株を消却しました。　
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(6) 【大株主の状況】

①所有株式数別

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社産業革新機構 千代田区丸の内１丁目４番１号 31,250 42.08

株式会社横浜銀行 横浜市西区みなとみらい３丁目１番１号 10,607 14.28

株式会社京三製作所 横浜市鶴見区平安町２丁目29番１号 6,320 8.51

インターナショナル レクティ
ファイアー コーポレーション

101 N. SEPULVEDA BLVD, EL SEGUNDO, CA
90245 U.S.A.

2,850 3.83

ニンボー ミンシン マイクロエ
レクトロニクス

NO.168 CANGHAI ROAD NINGBO HI-TECH PARK,
NINGBO, ZHEJIANG, CHINA

1,666 2.24

日本証券金融株式会社 中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 1,263 1.70

日本インター協力会社持株会
横浜市港北区新横浜２丁目８番12号 ATTEND
ON TOWER 11階

864 1.16

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 千代田区丸の内２丁目７番１号 581 0.78

株式会社三井住友銀行 千代田区丸の内１丁目１番２号 489 0.65

村本武久 船橋市西船２丁目12番４号　　 364 0.49

計 ― 56,256 75.77
 

 

　　　②所有議決権数別

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数
(個)

総株主の議決権
に対する所有議
決権数の割合
(％)

株式会社産業革新機構 千代田区丸の内１丁目４番１号 312,500 48.78

株式会社京三製作所 横浜市鶴見区平安町２丁目29番１号 63,200 9.86

インターナショナル レクティ
ファイアー コーポレーション

101 N. SEPULVEDA BLVD, EL SEGUNDO, CA
90245 U.S.A.

28,500 4.44

ニンボー ミンシン マイクロエ
レクトロニクス

NO.168 CANGHAI ROAD NINGBO HI-TECH PARK,
NINGBO, ZHEJIANG, CHINA

16,667 2.60

株式会社横浜銀行 横浜市西区みなとみらい３丁目１番１号 14,860 2.31

日本証券金融株式会社 中央区日本橋茅場町１丁目２番10号 12,630 1.97

日本インター協力会社持株会
横浜市港北区新横浜２丁目８番12号 ATTEND
ON TOWER 11階

8,646 1.34

村本武久 船橋市西船２丁目12番４号　　 3,643 0.56

株式会社ＳＢＩ証券 港区六本木１丁目６番１号 2,357 0.36

日本インター従業員持株会
横浜市港北区新横浜２丁目８番12号 ATTEND
ON TOWER 11階

2,180 0.34

計 ― 465,183 72.62
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
A種優先株式　　　

10,175,700
― (注１）

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

600
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

64,052,700
640,527 同上（注２）

単元未満株式

普通株式  
16,725

―
同上（注３）

A種優先株式
（注１）（注３）

242

発行済株式総数

普通株式

―
―

64,070,025
A種優先株式

（注１）
10,175,942

総株主の議決権 ― 640,527 ―
 

(注) １　A種優先株式の内容は、（１）株式の総数等②発行済株式に記載のとおりであります。「無議決権株式」欄

のA種優先株式には、当社所有の自己株式43,600株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれておりま

す。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には26株、A種優先株式には80株、それぞれ当社所有の自己株式が含まれて

おります。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)      

日本インター株式会社 神奈川県秦野市曽屋1204
普通株式

600
―

普通株式
600

0.00
 

計 ―
普通株式

600
―

普通株式
600 0.00

 

　（注）　上記の他、普通株式の単元未満株式26株を所有しております。

 

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、海南監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,086 4,852

  受取手形及び売掛金 ※2  4,408 ※2  5,918

  商品及び製品 1,730 1,931

  仕掛品 1,328 1,426

  原材料及び貯蔵品 900 1,048

  未収入金 271 84

  繰延税金資産 6 7

  その他 52 61

  貸倒引当金 △5 △5

  流動資産合計 13,780 15,323

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,299 1,250

   機械装置及び運搬具（純額） 329 306

   土地 859 859

   リース資産（純額） 432 379

   建設仮勘定 210 376

   その他（純額） 77 91

   有形固定資産合計 3,208 3,264

  無形固定資産 33 36

  投資その他の資産   

   投資有価証券 633 880

   長期前払費用 93 91

   敷金 55 55

   繰延税金資産 38 31

   その他 116 50

   貸倒引当金 △53 △42

   投資その他の資産合計 884 1,066

  固定資産合計 4,127 4,368

 資産合計 17,907 19,692
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,420 4,258

  短期借入金 ※1  4,226 ※1  4,701

  リース債務 320 251

  未払金 295 217

  未払費用 132 132

  未払法人税等 40 23

  繰延税金負債 8 -

  賞与引当金 109 106

  製品保証引当金 16 -

  リース資産減損勘定 151 61

  その他 32 166

  流動負債合計 8,753 9,919

 固定負債   

  長期借入金 2,011 1,766

  リース債務 287 221

  繰延税金負債 54 75

  退職給付に係る負債 1,054 582

  資産除去債務 20 20

  事業整理損失引当金 352 375

  その他 89 79

  固定負債合計 3,869 3,120

 負債合計 12,623 13,039

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,234 2,234

  資本剰余金 1,750 1,750

  利益剰余金 1,914 3,134

  自己株式 △0 △0

  株主資本合計 5,899 7,118

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 77 108

  為替換算調整勘定 △324 △260

  退職給付に係る調整累計額 △367 △328

  その他の包括利益累計額合計 △614 △480

 新株予約権 - 14

 純資産合計 5,284 6,652

負債純資産合計 17,907 19,692
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 10,892 11,742

売上原価 8,624 9,299

売上総利益 2,268 2,442

販売費及び一般管理費 ※1  1,679 ※1  1,662

営業利益 588 779

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 1 1

 為替差益 43 48

 物品売却益 6 -

 製品保証引当金戻入額 - 10

 貸倒引当金戻入額 1 11

 雑収入 36 17

 営業外収益合計 91 89

営業外費用   

 支払利息 93 58

 雑支出 24 19

 営業外費用合計 118 78

経常利益 560 791

特別利益   

 固定資産売却益 0 0

 特別利益合計 0 0

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 減損損失 ※2  9 -

 提携事業変更損失引当金繰入額 ※3  379 -

 特別損失合計 389 0

税金等調整前四半期純利益 171 790

法人税等 50 44

少数株主損益調整前四半期純利益 121 745

少数株主利益 - -

四半期純利益 121 745
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 121 745

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 18 31

 為替換算調整勘定 26 63

 退職給付に係る調整額 - 39

 その他の包括利益合計 45 134

四半期包括利益 166 880

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 166 880

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 171 790

 減価償却費 197 205

 減損損失 9 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △10

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 22 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 12

 製品保証引当金の増減額（△は減少） - △16

 受取利息及び受取配当金 △3 △2

 支払利息 93 58

 為替差損益（△は益） △30 △37

 有形固定資産除却損 0 0

 売上債権の増減額（△は増加） 308 △1,434

 たな卸資産の増減額（△は増加） 120 △419

 仕入債務の増減額（△は減少） △177 634

 未収入金の増減額（△は増加） △39 △0

 未払費用の増減額（△は減少） △3 △1

 賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △3

 提携事業変更損失引当金の増減額（△は減少） 379 -

 その他 △354 77

 小計 693 △148

 利息及び配当金の受取額 3 2

 利息の支払額 △116 △58

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 45 △49

 営業活動によるキャッシュ・フロー 625 △254

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △132 △117

 有形固定資産の売却による収入 0 0

 貸付けによる支出 △2 -

 貸付金の回収による収入 3 0

 その他 △4 △2

 投資活動によるキャッシュ・フロー △135 △119

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 24 465

 長期借入金の返済による支出 △9 △245

 リース債務の返済による支出 △180 △160

 割賦債務の返済による支出 - △14

 その他 △0 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー △165 45

現金及び現金同等物に係る換算差額 67 94

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 391 △234

現金及び現金同等物の期首残高 5,481 5,086

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,872 ※1  4,852
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割

引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法か

ら退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変

更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が473百万円減少し、利益剰余金が473百

万円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響は軽微であります。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　当座貸越契約に係る借入金未実行残高

当社及び連結子会社は、運転資金の効率的な調達を行うため当座貸越契約を締結しております。当座貸越契

約に係る借入金未実行残高などは次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

当座貸越極度額 4,468百万円 4,479百万円

借入実行残高 3,737百万円 4,212百万円

差引額 731百万円 267百万円
 

 

 
※２　受取手形割引高

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

受取手形割引高 833百万円 328百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。　

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

給料及び賞与 539百万円 492百万円

運送費 108百万円 112百万円

業務委託費 187百万円 184百万円

賞与引当金繰入額 4百万円 40百万円

退職給付費用 70百万円 78百万円

     
 

※２　減損損失　

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

秋田県に所有する売却用地の評価損であります。

 

※３　提携事業変更損失引当金繰入額　

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

当社の資本・業務提携先であるトランスフォーム社は、GaNショットキー・バリア・ダイオード（GaN-SBD）

の開発を中止し、GaN高電子移動度トランジスタ（GaN-HEMT）を事業の中心とすべく方針を変更いたしました。

このため、当社で既に投資を実施したGaN-SBD事業用機器に関して、一部投資回収が不能となる可能性が生じた

ことから、損失額を見積り、提携事業変更損失引当金繰入額３億79百万円を計上いたしました。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 5,972百万円 4,852百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △100百万円 ―百万円

現金及び現金同等物 5,872百万円 4,852百万円
 

 

※ 重要な非資金取引の内容

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　　　　該当事項はありません。

 
当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

　　　　当第２四半期連結累計期間において現物出資により、投資有価証券を取得しております。

　　　　　未収入金の減少額　　 198百万円

　　　　　投資有価証券の増加額　198百万円

 

EDINET提出書類

日本インター株式会社(E01934)

四半期報告書

23/28



 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ディスクリート
事業

モジュール
事業

商品
事業

計

売上高       

 外部顧客への
　　売上高

4,029 3,077 3,784 10,892 ― 10,892

計 4,029 3,077 3,784 10,892 ― 10,892

 セグメント
   利益

546 453 164 1,163 △575 588
 

　

（注）１.セグメント利益の調整額は全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

     ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ディスクリート
事業

モジュール
事業

商品
事業

計

売上高       

 外部顧客への
　　売上高

3,803 3,580 4,359 11,742 ― 11,742

計 3,803 3,580 4,359 11,742 ― 11,742

 セグメント
   利益

496 672 154 1,323 △543 779
 

　

（注）１.セグメント利益の調整額は全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。

     ２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

「会計方針の変更等」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更いたし

ました。なお、当該変更による各報告セグメント利益に及ぼす影響は軽微であります。

 
当社グループ全体の配賦基準の見直しを行いました。これにより、従来は各報告セグメントに配賦して

いた一般管理費の一部を第１四半期連結会計期間より報告セグメントに帰属しない一般管理費として全社

費用に含めております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の方法で作成しております。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

     (単位：百万円)

 

報告セグメント

全社・消去 合計
ディスクリー
ト事業

モジュール事業 商品事業 計

減損損失 ― ― ― ― 9 9
 

（注）全社・消去の金額は、各報告セグメントに配分していない売却予定資産に係わるものであります。売却

予定資産は、帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

該当事項はありません。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、並びに潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

　（1）　１株当たり四半期純利益金額 1円90銭 11円67銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(百万円) 121 745

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額 (百万円) 121 745

   普通株式の期中平均株式数(株) 63,869,489 63,912,256

　（2）　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額 ― 8円53銭

   (算定上の基礎)   

　　普通株式増加数 ― 23,508,946

　　（うち取得請求権付A種優先株式） ― （23,353,712株）

　　（うち新株予約権） ― （155,234株）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

―
 

―
 

 

　(注)前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有してい

る潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月12日

日本インター株式会社

取締役会  御中

 

海南監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   斎　 藤　　　 勝     印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   髙　 島　　雅　　之  印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本インター株式

会社の平成26年4月1日から平成27年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間(平成26年7月1日から平成26年

9月30日まで)及び第2四半期連結累計期間(平成26年4月1日から平成26年9月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本インター株式会社及び連結子会社の平成26年9月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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